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Ⅰ．目的  
  木材価格の低迷や環境保全機能の向上などから人工林の伐期が延長

化されることが考えられる。そこで，今後の長伐期化に対応した林分
収穫表や育林体系を整えるため，長伐期に適した環境条件の摘出と保

育管理方法を検討する。 
 

Ⅱ．試験内容 
  スギ高齢林の立地環境特性を調査するとともに，高齢林の林分構造
および成長経過を調べる。 

 
Ⅲ．試験結果 

１．高齢林の成林立地環境特性 
県内 40 箇所で、80 年生時での樹高を基準として、好成長に関係する

立地条件を抽出した。その結果，標高 500ｍ以下、凹型地形、南以外の
方位、火山岩地質、10～20°の斜面傾斜地が長伐期の最も適地である

と判断された。 
２．低標高地帯での形質劣化要因 

標高 500ｍ以下に存在する 30 箇所の高齢林で、形質劣化要因を解析
した。その結果、幹曲がり・枯れ枝の付着・不定枝の３つが要因とし

てあげられた。これらは、保育不足による林分の過密が原因として考
えられた。 

 
Ⅳ．今後の問題 

間伐手遅れ林分の長伐期への誘導方法を考える必要がある。 


